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 保護者の会主催のくすのきまつり。ポ

カポカ陽気の中、たくさんのお客さまが

来園され盛大に行われました。委員さん

を始めスタッフのお母さま方、たくさん

のご協力をありがとうございました。 

 毎年、１月になると埋蔵品の収集が

あったり、委員さんやサポーターさんが

幼稚園で作業をするようになると、子ど

もたちはソワソワ。ホールをのぞいた

り、ドアをノックしてみたり、「○○

ちゃんのママ～」なんて声を掛けたりし

てとても嬉しそうです。「幼稚園がお店

屋さんになる！あと○回寝たら～」と楽

しみにしていました。 

 当 日、子

どもたちの

目が輝いて

いたのが、

たから釣り

やおもちゃ

コーナー。

時には、買いたいものをどんどんカゴに

入れて、いざ支払いの時になったらお金

が足りなかったり、商品を持ちながらの

お金の出し入れに手こずったりもしてい

ました。普段、お家の方がお金を支払っ

てくれて受け取るだけの時とは違って、

“買い物ってなかなか大変なものなんだ

な”と気付く体験にもなったのではない

でしょうか。そして何よりも、“お店屋

さんはお母さんたち”ですから、みんな

安心してお買いものをさせていただくこ

とができました。時には、「そんなに

いっぱい買っていいの？お母さんに聞い

てからまたおいで」と、ムダ使いを防い

でもらった子もいたようです。 

 埋蔵品売り場では、こんな出来事があ

りました。プラスチックでできた小さな

どんな子みっけ！ 
宝石を手に握りしめている年少

さんがいました。値段も付いて

いないし、おもちゃの付属品の

ようですが、周りを探してもそ

れらしきものはなく、その宝石だけがポツ

ンと置いてあったようです。それが気に

入ったのはもちろんですが、どうやら自分

でお金を払って買い物がしたい様子なので

す。それをお母さまが汲み取って、「自分

で買い物がしたいようなので、売ってもら

えませんか」と、相談してくださいまし

た。本当に小さくて、それ一つでは値段が

付けられないほどでしたが、お財布に入っ

ていた１番小さなお金で、お買いものをし

ていただきました。“自分でお買いものし

たい！”とぎゅっと握りしめて放さなかっ

た思いや、自分のお財布からお金を出して

買えた喜びは、きっと大きいだろうと感じ

ます。お会計のお母さんも「ありがとう！

お買いもの出来て良かったね～」と受け止

めて下さり、それもまた温かく嬉しい光景

でした。 

 こうして毎年、保護者の会のお母さま方

が企画・運営してくださるくすのきまつ

り。卒園生や来年入園される方もたくさん

いらしていました。そこでみなさんおっ

しゃるのは、“活気があっていい！”“お

母さんたちが生き生きとして楽しそう”と

いうこと。長い期間をかけて準備して下

さったことに感謝すると共に、子どもたち

の喜ぶ顔を思い浮かべながら、自らが楽し

んで盛り上げて下さったお母さま方。「僕

のお母さん委員さんだから！」「うちのマ

マ、フランクフルト屋さんだって！」と誇

らしげに話

す子どもた

ちにも、そ

の 活 躍 が

ちゃんと伝

わっている

のです。 
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「こんな」は、ようちえんで起こる 

こんな
・ ・ ・

とき・こんな
・ ・ ・

こと・こ～んな
・ ・ ・ ・

にを     

折々お届けします。 
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年少組 

 “仲良しさん”

がいることが嬉し

いのです。 

約束ごっこ！？ 

Oちゃん：「今日一緒にバス乗ろう？」 

Mちゃん：「だめ約束してるから」 

Oちゃん：「やだ！一緒に乗りたい～」 

Mちゃん：「エーっ！」    

 最近、こんなやりとりに出くわしま

す。時には、怒ったり泣いたりと話し

合いがまとまらないこともあって、先

生が間に入ることもしばしば。 

 ですが、一生懸命話し合っても、い

ざバスに乗り込む時になると、「Ｋく

ん一緒に座ろ～」と他の友だちを誘っ

てさっさと着席したりして、さっきの

約束はどこへ！？ということが多い年

少組。「さっき約束したのに！」なん

てケンカが始まることはなく、あっさ

りしています。もしかしたら“約束す

る”ことも遊びの中の一片で、約束を

結ぶ関係が嬉しくて、誘い合うのか

な？とさえ感じてしまいます。そんな

かわいいやりとりを、今のうちはそっ

と見守りたいと思います。 



2 

年中組 

 
 ご挨拶のかけ声や、お休み

調べ、テーブル拭き、お手紙

配りetc...お仕事頑張っていま

す。 

お当番 

 年が明けてから、年長に進級すること

に対して、気持ちがグ～ンと高まってい

る年中組。そこで“年長さんはお部屋で

どんなことをしているんだろう？”とお

部屋をちょこっとのぞきに行ってみるこ

とにしました。すると、ちょうど朝の活

動をしている真っ最中。「手を静かに合

わせましょう」とお当番さんが２人、前

に出てお話しています。“年長さんにな

ると、先生の

代わりにお話

するんだ！”

とますます期

待が膨らんだ

ようです。 

 お部屋に帰ってくると、「ぼくたちも

やりたい！」という声が上がり、まずは

４～５人のグループで、お当番の練習を

することになりました。初めのうちは小

さな声だったり、きちんと立っていられ

ずグニャグニャしたり・・・でも次第に

「せーの！」とタイミングをリードする

子が出て来たり、「先生は教えないで」

とか「もっとお仕事ありませんか？」と

せがまれたりして、“お当番”が楽しく

なって、さらに期待がアップしていま

す。お弁当の後、「お外に行っていい

よ！」と、勝手に支持を出したりする子

もいたとのこと。“先生の代わりに”の

イメージが先行して～しまったのです

ね。ビックリ！！ 
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年長組 

年長タイム 

 くすのきまつりでは、毎年恒例の“年長

タイム”がありました。何日か前から、紙

のお金を作って買い物ごっこをしたり、一

緒に周る仲間と、どこ

のお店に行くか相談し

たりして、楽しみにし

ていました。 

 当日は、ゲームコーナーや駄菓子・おも

ちゃコーナーなど、長い行列にもみんなで

ちゃんと順番を待って並んでいました。そ

んな中、食べもの屋さんに目を付けたグ

ループが、園長先生の玉こんにゃく屋さん

に向かいました。みんなで「くださー

い！」と威勢よく注文します。お財布から

お金を出したり、玉こんにゃくを受け取っ

たり、おつりをもらったり・・・とにかく

それぞれ必死。“お財布のチャックをちゃ

んとしめたかな？”と心配になるくらい、

あれこれ慌ただしい感じでしたが、無事に

買えるととても嬉しそうにほおばっていま

した。そんな中、なかなか食べださない子

がいます。でもしっかりと握ってニコニコ

嬉しそうです。その様子に気付いたお母さ

んが助け舟を出してくれました。どうやら

食べたことがないそうで、お母さんに預

かってもらうことにしました。それでも

“みんなと一緒に買いものできたこと”が

満足だったのでしょう。大人は、“食べな

い物は買わない”と思ってしま

いますが、お友だちとお買いも

のをする時間が楽しくて、流れ

に乗ってしまったのですよね。 

  「どれにする？」「これにし

ようかな」と、おしゃべりしな

がら、お買いものをじっくり楽

しみました。 


